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	この遺伝子は、非ヒストン染色体高移動度群タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。このファミリーのタンパク質はクロマチンに結合し、高等真核細胞の核内に広く分布しています。in vitro研究では、このタンパク質がDNAを効率的に曲げ、DNA環状構造を形成できることが実証されています。これらの研究は、DNAの柔軟性を高めることで、シス作用性タンパク質間の協調的な相互作用を促進する役割を示唆しています。また、このタンパク質は、DNA二本鎖切断修復およびV(D)J組換えにおけるDNA末端結合過程の最終段階であるライゲーションにも関与することが報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：一本鎖DNAに優先的に結合し、二本鎖DNAをほどく。,類似性：HMGBファミリーに属する。,類似性：2つのHMGボックスDNA結合ドメインを含む。,サブユニット：SET複合体の構成要素であり、SET、ANP32A、APEX1、NME1も含まれる。SETと直接相互作用する。,
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	COLO205細胞ライセートのHMGB2抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	HMG-2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

